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毎日本当に暑いですね。こんな日には冷たい食べ
物でひんやりしたくなります。そこで今日は、気分だ
けでも涼しくなれそうな本を紹介します。

   まず1冊目は、表紙を見るだ

けで涼しくなれそうな『かき氷
天然氷をつくる』です。みなさ
んはかき氷を作る時、冷凍庫で
氷を作りますよね。でも昔は冬
にできた氷を夏まで保存して
使っていました。これを天然氷
と言います。埼玉県長瀞で１００

年以上も前から続く氷屋の阿左美さん一家は今でも、
山間にある専用の池で大きな氷を作り氷室に保存し
ます。毎日落ち葉をどけてきれいにしたり、機械と手
作業の両方で丁寧に切り出したり…。阿左美さんが手
間暇かけて天然氷を作る日々を追ったノンフィクショ
ン写真絵本です。口の中ですっと溶けていくかき氷の
スプーンの一口にも、氷を作った人の熱い思いがたく
さん込められていることがよ
くわかる１冊です。
　さて、こちらの冷たいソフ
トクリームにも、作り手の温
かい心が込められています。
岩手に実在する大食堂をモ

デルに描かれた『万丸食堂、
奇跡のソフトクリーム』。みな
さんは箸でつまめるソフトクリームなんて出会ったこ
とがありますか？万丸食堂の10段重ねの奇跡のソフ
トクリームがそうなんです。でも10段だから奇跡と
いうわけではありません。このソフトを食べると二度
と会えない人に会えるとか、信じがたい出来事が起こ
るとかいう噂があるのです。しかも空見子さんという
人が作る時に奇跡が起きるらしくて…？そこを訪れソ
フトクリームを注文した人に起こった、不思議で心が

温まるお話が6つ。空見子さんの秘密も明らかにな
り、人びとの優しい気持ちが時空を超えてつながり
ます。あなたなら、どんな奇跡を願いますか？
暑い日には、つるんとのどごし

がよい、ざるそばもいいですよ
ね。『てんぐのそばや』はそば打
ちの得意なてんぐが、山を下り
人間の街で始めたそば屋さんの
お話です。隣のくすり屋のおば
ばに嫌味を言われたり、味はい
いのになかなかお客が来なかっ
たり大苦戦。でも、クリーニング屋のおじさんやコノハ
というカラスも手伝ってくれ、あることをきっかけにだ
んだんお客がくるようになってきます。てんぐは自慢
癖があって、それが始まると鼻の中に住むじまんバチ
が騒ぎ出し、おかしなことに鼻が大きくなってしまいま
す。でも、自慢するだけあって、てんぐの作るそばはお
いしそう！暑い日には６人で来たおばさんたちが、一人
５枚ずつもせいろを注文したくらいです。きっと皆さん
も食べてみたくなると思いますよ。
　そばと同じで夏によく食べるものにそうめんがあ
ります。そうめんは細いのになぜ料理の途中で切れ

てしまわないか知っています
か？その答えは『大人も知ら
ない？料理と食事のふしぎ事
典』に載っています。他にも夏
においしいスイカは、塩をか
けて食べるとなぜ甘く感じる
のか、とか冷やすとおいしい
果物と、冷やさない方がいい

果物の違いなど、身近な食べものにまつわる不思議
がたくさん！これを読むと毎日の食事がより楽しくな
って、暑い日にも、元気モリモリ食べられ
そうですね。
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にいるのか」「何を食べているのか」「どんな暮らしをし

ているのか」を自分で考えることだからです。

　『うんこ虫を追え』（福音館書店）も、「虫の名前を覚

えるための本」ではありません。情報は世の中に出た

時点で古くなります。でも、「わからない」「不思議だ」

「面白い」と感じる心は、新しい発見につながります。

 観察すること、虫を追いかけること、自分の目で確かめ

ること。それは、生きる力を育てることでもあります。知

識を覚えるだけではなく、自分で考え、検証し、時には思

い込みを捨てること。その積み重ねが、科学的なものの

見方や探求する力につながるのだと思っています。

　虫は何も教えてくれません。こちらが勝手に感じて

いるだけです。しかし、虫も人間も、生まれて、食べ

て、命をつなぎ、やがて死んでいきます。その姿に大

きな違いはありません。

　図鑑は、虫の特徴や生態を正確に伝えることが役

割です。一方、私が描きたいのは、その虫がどんな世

界で生き、どんな命をつないでいるのかという「物語」

です。虫の生き様を通して、人間の生き方や環境との

関わりまで感じてもらえたらと思っています。

自然の世界には、美しいことだけでなく、厳しさや

恐ろしさもあります。私はきれいごとだけではなく、

死や恐怖も含めた現実を描きたいと思っています。

恐怖や不安は悪いものではありません。大切なの

は、それらを正しく受け止め、知恵を使いながら生き

ていくことです。環境問題や人間の存在、生きる意味

や死の問題も含めて、虫たちの生き様を通して「人間

は、どのように生きていけばよいか」を見つめていき

たいと思っています。

　私は「細密画家」と呼ばれることに、少し違和感があ

ります。もちろん細密に描くこともありますが、それだ

けを目指しているわけではありません。

『がろあむし』（偕成社）では、約10年にわたって観

察を重ね、細部まで描き込みました。一方で、その後

は、取材を2日、パステルで1週間で描いた作品や、ア

クリル絵の具を使い観客の前で8日間（通算9日間）

で描き上げた公開制作の作品など、これまでとは異

なる表現にも挑戦しています。そして絵本の原画だ

けでなく、普段から絵画教室で公開制作を続けてい

ます。公開制作をよく行うのは、観客の前で描くこと

で緊張感が生まれ、筆の勢いや作品の力が引き出さ

れるからです。一度描いた線は簡単には引き直せま

せん。ふだんからの学習や経験、そしてその場で感じ

たことや判断が、そのまま絵に表れます。自然を前に

した自分の姿勢だけはごまかしたくない。公開制作

は、思い込みや言い訳に逃げず、その瞬間の自分と

誠実に向き合うための表現でもあるのです。

　昔の人たちは当たり前のように虫を観察し、その体

のつくりや美しさを見つめていました。江戸時代の喜

多川歌麿による『画本 虫ゑらみ』にも、虫を愛し、丁

寧に観察し、その姿を描き残そうとしたまなざしが

感じられます。標本を描くことは、形を残すだけでは

ありません。描くことで対象を深く理解し、「見る目」

が育っていくのです。情報や道具が少ない時代に、

自然をよく観察し、その命と向き合うことは現代とは

比べものにならないことだと思います。

　絵本は私にとっては、対話の窓口、子どもたちや未

来へ向けたメッセージです。

　現場に足を運びながら、「私はこう感じたけれど、あ

なたはどう感じますか」と問いかけるような絵を描い

ていきたいと思っています。
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